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令和元年 理事会議事録（第 4回） 

 

2019 年 12 月 19 日（木）19：00～21：45 

 新上三川病院 会議室 

理事出席：仲田、横山、岩瀬、渡邉、有馬、坂田、小島、松川、和久井、高村、遠藤  

監事出席：黒渕 

副部長出席：守矢（友利代理）、久米 

欠席：谷口、松崎、岡田、友利、亀山、須藤、稲村                順不同、敬称略 

議長：坂田  書記：守矢 

                       

Ⅰ.報告事項 

【会長】 

① 第 3回 47 委員会（2020 年 2 月 1 日（土）～2日（日））のオブザーバー参加について 

有馬理事、横山副会長の 2名で登録済 

 

【事務局】  

② 令和元年度 栃木県作業療法士会総会について   2020 年 4 月 26 日（日） 於：ろまんちっく村 

③ 日本作業療法士協会入会に伴う付帯情報未登録者について 

協会より報告のあった該当者（121 名）の所属施設に別紙にて登録依頼 

④ 会員数（12月１日時点）報告   789 名（今年度 入会者：84名 退会者：5名） 

 

【財務部】 

⑤ 年会費納入状況について 

〈年会費納入者人数〉・・・（4/1～12/9 現在） 

年会費納入年度 29 年度 30 年度 令和元年度 

会員数（内：自宅会員数） 2 名（１名） 17名（3名） 574名 （7名）             

所属数 1 施設 5 施設 82 施設 

年会費未納者へのアナウンスとして、広報紙とホームページに入金のお願いを掲載 

〈年会費領収証の発行〉・・・8/20（382 名分）、9/25（104 名分）、11/14（67 名分）、12 月（17名予定） 

⑥ 下半期活動費の分配について 

現職者共通研修を除いて、10月末までに分配済み（共通研修の活動費は、研修会参加費を充てて対応依

頼中） 

⑦ 研修会講師謝金および参加者用領収書の発行状況について 

⑧ 令和元年度決算報告について 

JCHO うつのみや病院と日光での同時開催を検討中 

 

【地域リハ推進部】 

⑨ 会議について 

(ア)部門会議（第 2回）、地域包括ケア・介護予防推進部門内会議（第 3回）、を実施 

(イ)認知症作業療法推進委員会議への参加：高橋氏（JCHO 老健）、渡辺氏（メディカルパパス） 
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⑩ 研修について 

(ウ)第 1 回県央ブロック研修（10/2）：OT18 名 

(エ)第 2 回認知症アップデート研修（10/20）：OT13 名 

(オ)訪問作業療法に関する研修（11/3）：OT20 名 

(カ)介護予防リーダーブラッシュアップ研修（11/10）：OT11 名・非会員 1名、他職種 30名 

(キ)第 2 回県北ブロック研修（12/5）： OT18 名、他職種 4名、行政 4名 

(ク)地域リハビリテーション研修（12/7）：OT7 名、他職種 23 名 

⑪ その他 

１）栃の実次号にて地域包括ケアシステムの特集予定 

 

【教育部】 

⑫ 現職者共通研修 

1)第 3回現職者共通研修会（2テーマ+事例検討報告会） 

講義内容           【鹿沼市民情報センター R1/12/22（日）開催予定】 

 

 

 

 

2)第 3回事例検討報告会（現職者共通研修内で開催） 

募集事例：12事例エントリー（身障・老年：11事例 発達：1事例） 

⑬ 現職者選択研修 

1)第 2回現職者選択研修（MTDLP 基礎研修）       

    ・日程：令和 2年 2月予定 

    ・会場：福祉プラザ予定 

    ・講師：高田 智美 氏（リハビリパーク ぶどうの舎）  ＊講師と日程調整中 

⑭ ＭＴＤＬＰ部門 

1)MTDLP 事例書き方研修会・不合格事例の分析検討会 

   ・日程：令和元年 12 月 8日（日）  10：00～13：00 

 ・会場：訪問看護ステーション えすぽ 

    ・講師：五月女 彩貴 氏（那須赤十字病院） 

⇒参加者なしのため中止 

2)MTDLP 事例検討報告会 

 ・日程：令和 2年 1月 26 日 

    ・会場：介護老人保健施設リハビリパーク ぶどうの舎 

    ・講師：高田 智美 氏（リハビリパーク ぶどうの舎） 

    ・最大７事例の募集  ＊事例が集まらない場合は開催しない場合あり 

⑮ 生涯教育管理 

1)日本作業療法士協会生涯教育制度推進担当者会議の連絡事項 

〈研修管理システムについて〉 

 ・2020 年 4月より運用開始。次年度より、生涯教育手帳・ポイントシール廃止。 

作業療法の可能性（大橋 OT） 参加人数：30名(12/6 現在) 

保険・医療・福祉と地域支援（大河内 OT） 参加人数：31名(12/6 現在) 

事例検討（聴講参加・発表） 参加人数：13名(12/6 現在) 
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・手帳移行期間：2020 年 4 月 1日～2021 年 3月 31 日まで。手帳移行は原則 1回。 

         今年度の押印対象の研修会や事例報告の読み替えの手帳処理は今年度中に処理が必要。 

    ・次年度研修会に関して：すべての研修会をシステム登録する必要あり。研修番号の割振りにて協会 

が管理する。 

 ・研修会の登録は、管理責任者（教育部渡邉）が実施。各研修会の受付対応は、管理責任者が当日担 

当者設定を行い対応。統一のエクセル書式あり。 

〈e-learning について〉 

    ・共通研修会の e-learnig は現時点では行われない。今後も、現行の研修会開催を継続。 

 ・e-learning による受講可能な研修：専門 OT の認知症基礎研修は受講可能。今後も、専門 OT 基礎研

修のコンテンツを増やしていく予定。 

2)臨床実習指導者講習について 

・講師（世話人）へのポイント付与に関して：ポイント付与は 2日間参加した場合 2ポイント付与と

なる。世話人の 1日だけの参加ではポイント付与はできない。 

・参加者へのポイントについて：2 日間の研修であるが、体調不良等で 1 日の参加となった場合は 1

日分の 2ポイントの付与は可能。しかし、1日の参加では指導者講習の終了はできない。 

 

【福利厚生部】 

⑯ 令和 2年度の新入会員歓迎会について 

令和 2年 4月 26 日（日）12:30～14:00  ろまんちっく村 ゆず庵 

会費 2，500 円予定  

キャンセルや当日の遅刻への対応⇒ヤフーメールのアドレスを作って対応予定 

案内は事務局からの総会案内に同封予定 

 

【災害リハビリテーション対策委員会】  

⑰ 2019 年度災害発生を想定したシミュレーション訓練の実施について(2019 年 9 月 25 日実施) 

県士会メーリングリストを連絡ツールとして実施。メーリングリストの登録者 230 名 

→返信数 124 名、未返信数 106 名、返信率 54％ 協会へ最終報告済み。 

県士会員数の 1/3 ほどしかメーリングリストの登録者（昨年度よりも 50名ほど増えた）がいない点が課題 

何を目的にどの様な情報を収集する必要があるのかもさらに考えていく 

返信メールの集計方法を簡便化を考える 

⑱ 栃木県作業療法学会における委員会活動について 

ブースを設置した。来年度も継続していく予定 

 

【住宅改修・福祉用具委員会】 

⑲ 第 14 回とちぎ福祉用具・自助具“発明・工夫・適応”コンテストについて 

11 月 17 日（日）第 10回栃木県作業療法学会内で表彰式及び応募作品の展示会を実施 

  8 作品の応募あり。審査結果、優秀賞者 2名、学会長賞者 1名、最優秀賞は該当者なし 

 応募者の参加賞は県士会ロゴが入ったトートバッグ 
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【自動車運転支援検討委員会】 

⑳ 研修会（事例報告会）について 

2020 年 2月 9日（日）に開催予定。認知症や精神疾患の方の自動車運転についても情報共有をする内容 

 

Ⅱ.審議事項 

【会長】 

① 次年度に向けての課題や新たな事業・活動について 

1)課題の集約 

2)新たな事業や活動の提案 

⇒ 各部より次年度の事業計画と予算案について書面・口頭報告（別紙） 

 

【財務部】 

② 予算委員会について 

1)開催日：令和 2年 1月 23 日（木） 19 時開始 

場所；JCHO うつのみや病院   

2)参加に伴う交通費について：各部にて支出し、弁当代は財務部が支弁する        

2)報告事項の資料（事前提出資料）について:別添の書式を用いて、不都合があれば今後修正を図る 

（各部の会計窓口で１部とする）  

〈連絡経路〉 小島→会計担当者→各管轄の長→会計担当者→小島 

〈返答期日〉 1/10（金）期限厳守 

 3)予算委員会開催の運営について：昨年度と同様の形式で開催する   

4)参加召集予定者:原則理事とする（部長不在の場合は副部長が代理出席） 

委員会においては、担当理事の管轄としてお願いする                ⇒以上、承認 

 

【住宅改修・福祉用具委員会】 

③ 来年度の会議の在り方について 

次年度は会議を行うにあたり、交通費・移動時間の削減を目的に Web 会議を検討 

会議実施の為の通信料（２時間分）と弁当代を考慮して、1,000 円分のクオカードをお渡しする 

 Web 会議を試験的に運用し、他の部でも活用できるか協議していく          ⇒承認 

 

【教育部】 

④ 士会員への生涯教育手帳移行の連絡について 

士会ホームページと栃の実にて広報を行う 

⑤ 研修会等の押印処理に関して 

他団体の研修会や S I G 等の押印処理に関して、今年度中に処理する必要がある（４月１日以降は無効） 

郵送での対応ではなく、今年度末までにエリア毎に日程を調整し、対面での押印対応とする予定 

押印を行う開催日時・場所についてホームページ等で広報し、事前に希望者数を把握する。    

⑥ 来年度の研修会管理について 

来年度は受講カード利用（バーコード読み取り）の研修会は、教育部の研修会のみで対応 

その他の研修会は統一のエクセルへの参加者記載をお願いする 
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⑦ 来年度新人会員の対応について 

研修管理システムでの受講登録の手続きの際には協会会員番号が必要 

研修会の日程調整が必要（来年度開催研修の日程を遅らせていく） 

新人会員へは早めに協会への入会手続きを済ませるようアナウンスする       ⇒以上、承認 

⑧ 研修管理システムについては、情報を集約し広報する。 

 

 

 

 

 

次回理事会： 2020 年 2 月 20 日(木) １９：００〜 

         会場：新上三川病院 

 


